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アナログ放送が終了する最終段階で必要な対応について 

 

平成２２年３月２６日 

広島県情報政策課長 熊野良樹 

 

広島県では，「アナログ放送が終了する最終段階で必要な対応」について，地域の実情を

把握し，住民に密接なかかわりを持っている市町に意見照会を行い，その主なものについ

て取りまとめた。 

 

１ 広島県の特徴 

○ 北はなだらかな中国山地を配し，県土全体の７割以上が森林原野である。南は瀬戸

内海に面し，大小１３８の島々を有する。 

○ こうした中山間地域に多くの集落が点在しており，新たな難視地区３６１（全国第

２位），辺地共聴施設数６２６（全国第３位）が示すとおり，多くの難視地区を抱えて

いる。 

 

２ 広島県の対応（独自支援） 

広島県では，上記の特殊事情に鑑み，地デジへの円滑な移行を図るため，平成２２年

度，次のような独自支援を講じることとした。 

 

（１）地上デジタル放送対策事業 

「新たな難視地区」における共聴施設の新設に対し，国の制度を活用しても，なお，

住民負担が過重となる部分について，県と市町がこれを支援する。 

【支援スキーム】 

国（２／３） 

共 聴 組 合（１／３） 

ＮＨＫ支援部分 
個人負担部分

（＠35 千円）
対 象 経 費 

 

 

 

（２）広島県緊急雇用対策基金事業（地デジ難視対策分） 

市町が実施する雇用創出事業（地デジ移行に係る地元住民説明会，共聴組合設立に

向けた地元調整等の受信対策事業）に対し，支援（１０／１０補助）する。 

対象経費に対し「市町が補助する額」の

１／２を県が支援 
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３ 想定（危惧）される課題・問題点 ～ 主な意見 

■ アナログ停波まぎわになって新たな難視地区が判明し，その対策が間に合わないケ

ース 

 《原因》 

  ・当該地区にかかる中継局の整備が遅かった（年末であった）ため。 

  ・電波の実測調査が遅かったため，あるいは，漏れがあったため。 

  ・国の補助金の交付決定を待っていたため。 

■ 共聴施設の新設がスケジュールどおりに進まないケース 

 《原因》 

  ・共聴組合の設立に，予想以上の時間を要したため。 

  ・工事時期が集中し，業者の対応が遅れたため，あるいは，資材が不足したため。 

 

４ 考えられる必要な対応 ～ 要望 

○ 中継局の早期（前倒し）整備 

○ 電波の実測調査の迅速化 

○ 国の補助金の早期交付決定（または，交付決定前の工事着工を認めるなど柔軟な対

応） 

○ 難航する地区での地元調整における国及び放送事業者のリーダーシップの発揮，積

極的関与 

○ 計画的な工事の実施や資材供給などについて，工事事業者への協力要請 

○ 衛星セーフティーネットによる柔軟かつ機動的な救済とその暫定期間終了までにお 

ける対策の明示 
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字幕放送 CM に対するご意見や感想 

 

（６０代 男性） 

全国系で放送されているＣＭが、企業の社会的理念として聴覚障害者にＣＭの内容を理解させる

役割は重要であり、また企業としてもＣＭに字幕を付与することによって、聴覚障害者にＣＭの

価値観が発生し、結果的に企業の広告・宣伝効果を高めることに繋がります。 

 

（６０代 女性） 

今の世の中、情報化時代で一般の人は TV の CM からの商品の知識を得て生活に役立たせているこ

とが多いと思います。聴覚障害者はそれができないので以前から CM にも字幕がほしいと思って

いました。ぜひすべての CM に字幕がつくようにしていただきたい。期待しています。 

 

（５０代 女性） 

字幕 CM は、内容が悪くても、ないより字幕をつけてほしいと思います。 

今回の CM は「何を伝えたいのか！」は、わかったが、例えば、ソフトバックの携帯 CM について

人間と犬が話をしている会話はわからないし、今回の人間が言っていることもできればつけてほ

しいなあと思っています。これからもガンバッテください。  

 

（ＣＭ字幕要望の声をあげてきた聴覚障害の方） 

歴史の一日は秒殺！ 

もっともっと堪能したかったです。ＣＭの世界！ 

「パナソニックにしかできないこと」というセリフと、日本初のＣＭ字幕をさりげなくかけてい

るあたり（？）さすがだなぁとひたすら感心、感激しました！ 

ＣＭにも字幕がほしいと言いはじめてから十数年の想いが凝縮された 60 秒。 

画面はすっきり、「これこそあるべき姿じゃないか」と。 

こんな簡単そうに思えるあたり前が、本当に当たり前になる第一歩の試みとして素直に感激し、

胸がいっぱいになりました。 

視聴者にとっては、簡単そうに見えることでもこの５年間、ＣＭ字幕の研究をしてきた中で、実

はそんなに単純にはいかない、難しいことだということも、知りました。 

それでもやっぱり、「あるべき姿」を追求したいと思います。実現したいと思います。 

今回のＣＭ字幕放送実験にいたるまで、きっと私たちには分からない大変なことが沢山あったの

だと思います。いくつものハードルがあったのだと思います。 

更には、日本経済も不況といわれるこの時期に、あえて実施に踏み切ったパナソニックさんと、

ＴＢＳさんの勇気と行動力には、称賛の言葉がみつからないくらいです。 

 

（ＣＭ字幕推進を願う聴覚障害の方） 

字幕をいれることによって恩恵を受ける人は聴覚障害者だけでないのです。日本語の勉強してい

る人、電車に乗っている人なども入れると何千万以上に！クライアントは字幕の価値を認識して

下さい。 

 




